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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
花
火
の
思
い
出

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
０
３
０
Ｈ

【
作
者
名
】

　
鳥
龍

【
あ
ら
す
じ
】

　
花
火
の
音
を
聞
い
て
思
い
出
さ
れ
た
、
昔
の
家
の
こ
と
。



2

　
花
火
の
音
が
聞
こ
え
る
。

　
ヒ
ュ
ー
ッ
、
ド
ン
！

　
パ
ラ
パ
ラ
…
…

　
何
回
も
何
回
も
。

　
…
…
花
火
が
見
た
い
。

　
で
も
、
此
処
か
ら
じ
ゃ
見
え
な
か
っ
た
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
見
え
る
場
所
ま
で
行
っ
て
見
よ
う
と
も
思
わ
な
い
。

　
二
年
前
ま
で
は
、
自
分
の
家
が
あ
っ
た
の
に
…
…
。

　
家
族
六
人
で
暮
ら
し
て
た
、
二
階
建
て
の
一
軒
家
。
そ
の
二
階
の
南
側
が
、

僕
の
部
屋
。

　
そ
こ
か
ら
花
火
が
見
え
た
。

　
遠
く
の
公
園
の
花
火
が
見
え
た
。

　
今
は
、
血
の
繋
が
り
も
な
い
人
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
人
が
、
花
火
を
見
て

る
の
か
な
。

　
ヒ
ュ
ー
ッ
、
ド
ン
！
 

　
ヒ
ュ
ー
ッ
、
ド
ン
！

　
あ
の
部
屋
か
ら
、
花
火
が
見
た
い
。

　
あ
の
家
に
、
み
ん
な
で
住
み
た
い
。

　
ド
ン
！
 

パ
ラ
パ
ラ
…
…
。

　
花
火
が
上
が
っ
て
は
、
砕
け
散
る
。

　
ド
ン
！
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何
回
も
聞
こ
え
る
花
火
の
音
。

　
何
だ
か
悲
し
い
。

　
で
も
、
気
の
せ
い
だ
。

　
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
、
静
か
に
本
を
読
む
。

　
窓
を
開
け
放
ち
、
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
。

　
ド
ド
ン
！

　
地
に
響
く
よ
う
な
花
火
の
音
に
驚
く
。
そ
ん
な
自
分
の
臆
病
さ
に
笑
い
な
が

ら
、
本
を
読
む
。

　
そ
の
ペ
ー
ジ
が
濡
れ
て
も
気
に
し
な
い
。

　
だ
っ
て
、
約
束
し
た
か
ら
。

　
ヒ
ュ
ー
ッ
、
ド
ン
！

　
パ
ラ
パ
ラ
…
…
。

　
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
稼
い
で
、
た
く
さ
ん
貯
め
て
、
ま
た

み
ん
な
で
住
む
家
建
て
る
っ
て
。

　
約
束
し
た
か
ら
。

　
僕
は
頑
張
る
。

　
そ
の
日
ま
で
。

　
泣
き
な
が
ら
、
花
火
を
見
上
げ
た
っ
て
、
平
気
だ
か
ら
。

　
笑
い
な
が
ら
、
花
火
の
音
を
聞
い
た
っ
て
、
平
気
だ
か
ら
。

　
ま
た
み
ん
な
で
暮
ら
す
ん
だ
。

　
一
つ
屋
根
の
下
に
、
六
人
の
家
族
。

　
南
側
の
小
さ
な
部
屋
で
、
花
火
を
眺
め
る
日
々
を
見
つ
め
る
。

　
ヒ
ュ
ー
ッ
、
ド
ン
！

　
パ
ラ
パ
ラ
…
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

花火の思い出
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
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発
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